
複雑多様化する災害に備え、また、大規模災害に備え、消防水利の確保、訓練設備や消防車両の近代化、消火資機
材、救急資機材、救助資機材の高度化を図り、計画的に整備、購入を行い災害時の消防活動に対し、万全の体制で対
応できるよう、日常から施設・設備の整備及び維持管理に努める。

いつ何時起こりうるか分からない災害に備え万全を期するために施設、消防車両、各種資機材、消防水利の計
画的更新、修理、配備を実施する。また、市民からの１１９番通報に対応し、適切に指令業務を実施できるよう
にシステムの維持管理に努める。今後の

方向性

消防施設・設備を充実する消防・救急救
助安全安心都市

施
策
の
大
綱

消防本部警防課

事業： 消防施設・設備整備管理事業 0474

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

北所スモールタンク車、消防用ホースの更新整備により火災時の初動活
動能力の向上が図られた。また、消火栓及び防火水槽の整備を実施した
ことで消防力の向上が図られた。

A

計画通りに水利施設、消防用車両、各種対応資機材の整備、維持管理を
実施し、消防力の向上が図れた。

A
A

A

目

標

・あらゆる災害に対応した資機材の購入を行い、維持管理に努める。
・緊急時に備え消火栓及び防火水槽を計画的に整備するとともに、維持管理に努める。
・消防活動を行う上で必要不可欠な２５台の消防車両を計画をたて順次更新整備を行う。
・高機能消防指令センターの円滑な運営を行うため、緊急通信指令システムの保守管理に努める。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

270,830

133,177

13.50

0.00

43,356

3,321

86,500

0

一人あたり

世帯あたり 5,728

2,484

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

84,696

26,428

3,668

54,600

0

231,724

15.50

0.00

4,897

2,098

48,481

16,928

-347

31,900

0

39,106

-2.00

0.00

831

386

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

104,665

32,988

事業費（決算額） 133,177

119,073

27,955

84,696

-14,408

5,033

48,481 (千円)

 (千円)

 (千円)
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